
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・習熟度別少人数授業
（数・英）の実施
・一人１台端末の授業内で
の効果的な活用

・２月末実施の到達
度テストにおいて、
昨年度以上の結果
・毎時間授業で活用
し、生徒の満足度８
０％以上

B B

・習熟度別少人数授業の成果が
全国学力調査（3年）などの結果
として表れている。個に応じた
指導を引き続き進めていく。
・一人1台端末は積極的に授業で
活用されている。

B

・外部委託による放課後補
習教室の実施と有効な活用
（数・英）
・江戸川っ子study week
の積極的な参加の働きかけ

・年間９０回の実施
と対象生徒の学力の
１０％向上
・参加率９０％以上

B B

・教員の粘り強い声掛けで放課
後学習教室への参加率も高く
なっている。
・江戸川区学力調査の結果を反
映した取組となるように時期を
設定している。

B

・読書科による活用…各学
年５～１０回
・区立図書館職員による学
校図書館整備
・「読書科」についての情
報共有及び深化

・活用率８０％以上
・年間２２回実施
・各学期１回以上
・取組評価肯定回答
80%以上

B B

・実施時期を検討し、活用を進
めている。
・貸出図書のバーコード化など
を進め、環境整備が進んでい
る。
・今後共有を進める。

B

体
力
向
上

・体育の授業及び部活動に
おける補強運動の取組
・ロードレース大会を実施
し、生徒の体力向上とス
ポーツに取り組む達成感や
意欲を高める

・新体力テストにお
いて、全学年都の平
均以上の成果を出す
・ロードレース大会
の完走者９０％以上

A B

・授業で補強運動を行ってい
る。
・11月のロードレース大会に向
けて授業でも継続した取組を
行っている。

B

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

・特別支援委員会隔週１回
の実施
・研修会の実施

・情報共有し、全教
員で取り組む。
・特別支援教育研修
を年３回実施する。

A B

・隔週に一度委員会を実施して
いる。対応をどのようにするか
検討し、全員で検討することが
できている。

B

○授業改善の推進
○学習の基盤となる基
礎・基本の確実な習得
○家庭学習習慣に対し
ての学校の組織的な対
応による取組の実施・
充実
〇情報教育・活用能力

〇読書科の更なる充実

○ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

様々な特性のある生徒をよく見
守って支援している。生徒の活
躍の場が与えられているのも良
い。

○運動意欲の向上や健
康の推進に向けた取組
の実施・改善

学
力
向
上

次年度に向けた
改善案

コメント

ロードレース大会の実施はすば
らしい。実施の環境は難しく
なってきているとは思うが、で
きる限り実施ができると良いと
思う。

成果が上がっているのは素晴ら
しいこと。一人一人を見ている
様子がうかがえる。区の目標の
都平均に迫るように頑張っても
らいたい。ICTによる影響で姿勢
の悪くなる子もいるようなので
そのあたりも見てほしい。

ICTを活用して家庭学習を進めて
いるのは素晴らしい。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

本の紹介リーフレットや図書館
司書による図書室の整備など生
徒の取組や環境整備がうかがえ
た。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立南葛西中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標

人権尊重の精神を基に国際社会に貢献できる日本人の育成
　　１　学びつづける人
　　２　思いやりのある人
　　３　心身の健康に努力する人

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

＜学校像＞・生徒の能力を高め資質の向上をめざす学校
              ・入学させてよかったと保護者、地域から信頼される学校
              ・教職員も資質の向上を常に心がけ、高め合い組織的に協働できる学校
＜生徒像＞・人権意識、思いやりの心を持ち、自己を大切にしながら他者も尊重できる生徒
              ・自らの目標を定め、向上心を持ち、主体的、意欲的に学ぶ生徒
              ・コミュニケーション能力を高め生活に生かせる生徒
              ・地域の一員としての自覚をもち、地域を大切にする生徒。
              ・南中プライドを常に胸にとどめ、規範意識のある生徒
＜教師像＞・生徒一人一人の理解を深め、生徒のより良い育成に使命感を持って取り組む教師
           　・組織の一員としての自覚を持ちながら学校としての課題の克服に、意欲的に取り組む教師
              ・教育公務員としての責任ある言動の履行を厳守し、説明責任が果たせる服務を実践する教師
              ・日常の授業を大切にして、主体的に学びに向かう授業を行うための研修を励行する教師

前年度までの本校の現
状

数学・英語の習熟度別少人数授業を行ったことで、生徒の学習意欲が高まった。学習用タブレット
端末を効果的に授業で活用し、生徒の学習意欲を引き出すことができた。支援が必要な生徒対する
研修会を実施したことでユニバーサルデザインの視点に立った対応について、理解が深まった。関
係諸機関と情報共有できたことで、効果的に支援をすることができた。

・学習の習熟度に個人の開きがある。放課後学習教室や習熟度少人数授業の実施の重要性が増した。
・不登校巡回教員と協力し、不登校生徒の対応だけでなく、未然防止に努める必要がある。
・部活動指導員を活用し、教員の負担軽減を図る必要がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D）



不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・江戸川区子どもの権利条
例の理解
・生徒一人一人に寄り添
い、状況把握に努めるとと
もに不登校対応巡回教員を
活用し、SCなど外部の機関
につなげる
・学級だけでなく学年や学
校で情報共有して活用して
いく
・校内別室指導支援員を活
用し、生徒の復帰を進め
る。

・不登校生徒に対し
て、週に１回程度、
家庭連絡を行い、必
要に応じて家庭訪問
を実施する
・SC相談件数の昨年
度比増加
・研修会を実施し、
活用を深める。
・教室復帰2割を目
標とする。

B B

・不登校対応巡回教員を活用
し、家庭訪問を実施、また関係
機関との連携を図ることができ
ている。
・SCの相談件数は昨年度より
減っている。一方でSSWの相談
件数が増えている状況がある。
生徒、保護者のニーズに沿いな
がら対応をしていきたい。
・研修会は計画的に進めてい
る。
・教室への復帰は難しいが、校
内別室やみらいサポート教室を
活用する事例が増えている。

B

・すべての教員が更新でき
るようスキルアップを図る
・設定した公開期間に学校
公開を実施する。

・１週間に１回は更
新し、情報発信を行
う。
・年４回実施する。

B B

・多くの教員が行事等のたびに
アップロードしている。毎日更
新している。
・計画通りに学校公開を実施し
ている。

B

・学校評議員会で地域から
見た学校の意見をまとめ、
教育活動の充実・改善に取
り組む。

・学校に対する満足
度を８０％以上とす
る

B B

・行事のたびにとっているアン
ケートを参考に改善を進めてい
る。学校関係者評価はこれから
実施する。

B

・定時退勤日を設定
・ＳＳＳ、副校長補佐を活
用し、職員の業務軽減を図
る
・部活動指導員、外部指導
員の活用促進

・月に１回定時退勤
日の実施
・教員の満足度８
０％以上

B B

・定時退勤日を強く意識するように
声掛けを行っている。昨年度に比べ
て総勤務時間は短くなっている。
・部活動指導員は昨年度の１人から
今年度は２人に増やした。引き続き
活用を促進していきたい。

B

・ＳＤＧｓへの取組を中心
とした、研修とその実践
・グリーン活動ボランティ
アの充実

・生徒の取組を各学
期に１回実施
・生徒の取組を８
０％以上とする

C B

・生徒会の実施している使用済みペ
ン回収などの取組を行っている。
・グリーンボランティアの活動は、
今年度は花の苗植えを実施してい
る。

B

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

○自校（園）の取組の
積極的な発信
・学校（園）ホーム
ページの充実等
・学校（園）公開の実
施・充実

南中生の活躍が見られるのを楽
しみにしている。

○学校関係者評価の充
実
・教育活動の改善・充
実に向けた学校関係者
評価の実施

委員会の開催やアンケートな
ど、目標に従って具体的な取組
を実施している。

多くの先生、機関がかかわりを
もてている様子がうかがえる。
様々な選択肢があるのはよい。

○不登校対策の実施・
充実
○教育相談の強化
○hypaer-QUの活用

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

○「学校における働き
方改革プラン」に基づ
く取組の実施

先生方の心身の健康に気をつけ
てほしい。

○持続可能な社会の担
い手を育むため、教科
等横断的な視点に立っ
た実践の推進

地域、学校応援団としても協力
できるとことはする。


